










































































































































































































































































































































































　 　一日子然、孔子に向っていうには ｢ 仲由・冉求の二人は大臣の資格を具えた人といって差し
支えありませぬか ｣ と問うた。








　 　子然これを聞きて心に慍り再問して曰く ｢ もし然らば、二子は仕うる所の意に従順して、あ





































小と評せらるるならん ｣ と。よって ｢ 管仲は倹なるか ｣ と問えり。孔子これに対えて曰く ｢ 否。
管仲は三帰という台を有し、また家臣に職事を兼摂せしめずして、毎職に専任の人を置けり。
何ぞ倹約ということを得んや ｣。
　 　ある人さらにこれを解せずしてまた問うて曰く ｢ 管仲は倹約家ならずとせば、しからばすな
わち礼を備うるがためか ｣ と。孔子またこれに対えて曰く ｢ 否、管仲は上を僭して礼を失えり。
その明証は、諸侯は門の内に屏を設け、以て内外を蔽い隔つれども、大夫はただ簾を以て内外
を隔つべきものなるに、管仲は君の礼を僭して屛を設けて門内を蔽えり。また諸侯は他国の君
と好会をなすときは、酒杯を置く反坫を設け、大夫以下はこれを設くることを得ざるに、管仲
は君の礼を僭して、その家にも反坫を設けたり。管仲のなす所かくのごとくにして、なお礼を
知るということを得ば、天下の人誰か礼を知らざるものあらんや ｣ と。管仲の礼を知らざるこ
とを痛言せられたり。
　 　孔子すでに管仲の器小といい、また奢侈にして倹約ならずといい、また礼を知らずと断言す。
管仲を貶することはなはだし。孔子歿してのち百年孟子出
いで
て、孔子の意に基づきますます王覇
の別を明らかにす。ここにおいて天下後世始めて別に王佐の事業あることを知り、管仲の覇業
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始めて陋しくなりぬ。ゆえにこの一章王覇の別を明かにするにおいて大いに力ありというべ
し。頼山陽始め学者の王道を唱え覇政を賤しみたるは、その淵源遠くこの一章にあることを知
らざるべからず。しかして山陽以下学者の論旨は嘉安以来仁人志士によりて勤王論に具体化せ
られ、ついに明治維新の鴻業を成就するに至れり。ああ聖人の一言その効大いなるかな。⑲
　『論語』における管仲評価をめぐる日中読者の相反する見方が日中両国の「王道」史観の違い
を現わしたのである。つまり日本は仁徳天皇を始め、儒教政治を実施して以来、史家が相変わら
ず『論語』を原典とする王道正統論を忠実に守っている――「維吾皇統垂無極（維れ吾が皇統　
無極に垂とし）」、異姓革命が認められないのである。「若教清廟陳瑚琏、重見薰風被山川。（若し
清廟をして瑚璉を陳ぜしむれば、重
かさ
ねて見ん　薫風の山川を被ふを。）」「清廟」即ち『毛詩正義』
「周頌・清廟序」の「『清廟』、祀文王也。（清廟は文王を祈るなり。）」⑳。「薰風」即ち前述した舜
帝の「南風」詩が唱った政治清明で人和民富たる「王道仁政」なのである。「開元琴歌」が「清廟」
と「薰風」との中国伝統文化の政治理念を借りて詩人菅茶山の憧れる理想的な国体と清明政治は、
孔子の『論語』が唱えている、周王朝の礼制を回復する王道国体と堯・舜・禹及び周文王を代表
とする仁政即ち民を本とする、仁者愛人の儒教政治であり、こういう孔子の王道政治に反する中
国の異姓革命を否定したのである。
　というので、俞樾が清王朝の臣民として、王道と異性革命とのジレンマに陥り、仕方無く、前
述した「開元琴歌」中の「維吾皇統垂無極（維れ吾が皇統無極に垂とし）」からの十句の詩句を
削除してしまったのである。
５．宋詩と明詩の影響及び「中日比較」のユニークな漢詩境地
　江戸後期の漢詩人友野霞舟（1791〜1849）著『錦天山房詩話』は言う、「六如師、宋詩を唱え
ており、茶山継ぎて起り、詩風一変す」。
　菅茶山は宋詩と明詩との同一性についていう、「ある人もと七才子の詩を悦びしが、此頃憣然
として体を変し宋調を学ばんといふ。余云詩の妙処は宋を必とせず明を必とせず、好処は明にも
宋にもあり、魔処も亦然り、高青邱・李何・李于鱗がごときは、東坡・放翁に見せても拙とはい
はざるべし、明人一時宋をそしる、流俗にも宋人才なしなどいふこと常言なれども、英雄人を欺
く意多し。清の王漁洋、古来七言律の上手をかぞへて宋に陸放翁、明に崆峒（李夢陽―引者按）・
滄溟（李攀龍）二李などいふこそ、平心の詞なるべけれ、今平心にて見れば、宋にも明詩あり、
明にも宋詩あり、これは自ら見てみずからしるべきにや。」
　よくいわれたように、宋詩の一つ特徴は「学者の詩」、明詩の一つ特徴は「多くの叙事あるい
は抒情的な長編詩と組詩を作った」。
　菅茶山の「開元琴歌」は宋詩と明詩との特徴を兼ね、特に結末の二句である「撫罢悵乎襲緑服、
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偉業（1609〜1671）の「圓圓曲」の結末詩句である「為君別唱呉宮曲、漢水日夜東南流」（君が
為に別に唱わん呉宮の曲、漢水　日夜　東南流る）を受容したと考えて間違いない。
　しかし、「開元琴歌」は宋詩明詩ないしすべての中国詩人らの伝統詩作とは異なっている。こ
れがユニークな「中日比較」という漢詩境地なのである。
　言い換えれば、詩人菅茶山は、「開元琴」という中日文化交流の証しを通じて、まずは千年以
上に亘っている中日文化交流の広い歴史空間を示し、「胡塵」即ち「安史の乱」からの唐宋王朝
の滅亡と「五雲迷乱」即ち中国の「安史の乱」に類する日本武家内戦による天皇王権の弱化との
比較をしつつ、杜鵑の鳴き声の悲痛さのように、深遠な思考と厳しい批判を唱っている。つまり、
国家統一の象徴である王道即ち王権の旗下で改革を行うのは、聖人儒教の原典と国家安定と発展
の唯一の正しい道であるが、覇業即ち王道に背いて武力によって政権を奪った武家政権は、天下
大乱が止まない状態になってしまったし、政治倫理上で聖人の王道主張に逆い、東洋的な儒教主
義とでは所詮相容れないで、「合久必分」（合して久しければ分かれる）の戦禍の種でもあり、内
乱の反復再生による歴史悲劇が悪循環の直接動因でもある。
　菅茶山の詩論は「心つくべき」や「必しも心を用ふべからず」を強調している。菅茶山にとって、
優れた詩歌では情意と真心しか歌われないから、これに反して劣詩即ち模擬造作で無情無意の偽
詩なのである。
　「開元琴歌」は真心を込めて作成された史詩なので、読者を中日歴史文化時空の対比を通じて、
中日文化交流の華華しさと中日政治文化の同異に認識させる、優れた漢詩珍品に値するといって
よい。
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中日文化交流的輝煌和中日政治文化的異同
― 論菅茶山的史詩式漢詩《開元琴歌》―
李　　　均　洋
【關鍵詞】菅茶山，開元琴歌，史詩，中日文化交流和政治文化
　《開元琴歌》是一首七言古詩，寫作于天明六年（1786）末，共70行490字，真部一韻到底。菅茶
山以一千多年的歷史時間為縱線，以中日對比歷史觀和文明觀為橫線，構建了一個上至周文王，下
至日本光格天皇（1779〜1817年在位）的詩歌意象空間。《開元琴歌》的情感基調集中在一個“憤”
字上。這是一首史詩式的“真詩”，讓讀者在詩人中日歷史文化時空的對比吟唱中，領會到了中日
文化交流的輝煌和中日政治文化的異同。是一首難得的海外漢詩珍品。
